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１．はじめに 

壁部材において，コンクリートの品質を確保するために一定期間の湿潤養生を行う場合，所要の強度に達してか

ら型枠を取り外し（以下，脱型と称する），シートなどでコンクリート表面を封かんする方法，あるいは所要の強度

に達した後も型枠を存置する方法がとられることが多い．しかし，前者は脱型からシートによる封かんまでの間，

若材齢時に水分が逸散し，その後の水和の進行が阻害される懸念がある．一方，後者は作業性や型枠転用の効率が

悪いといった課題がある． 

これに対して，筆者らは予め熱可塑性樹脂シートを貼付した型枠内面にコンクリートを打ち込み，脱型した後も

シートをコンクリート表面に残置させて湿潤養生を行う工

法を考案した 1)．本工法によって，脱型の時期に関わらずシ

ート撤去までの間，コンクリート表面を一度も外気に曝さず

に任意の期間の水分逸散抑制養生が可能となる．特に，低発

熱系のセメントを使用した場合には長期間の湿潤養生が求

められることから，本工法はそれに適する養生方法であると

考えられる． 

ここでは，低熱ポルトランドセメントを使用した

ボックスカルバートの側壁を対象として，本工法お

よび型枠存置による養生がコンクリートの表層品

質に及ぼす影響を評価した結果について示す． 

２．適用概要 

今回の検討では，京浜急行大師線連続立体交差事

業[第 1期]第 3工区において地下に構築されるボッ

クスカルバート側壁部（図－1）を対象とし，高さ

3.0m×延長 22.5m の範囲に本工法を適用した．表

－1 にコンクリート配合を，表－2 に養生条件を示

す．コンクリート標準示方書【施工編】では，壁部

材の脱型が可能な圧縮強度の参考値は 5.0N/mm2程度とされており，

今回の条件では材齢 7 日で所要の強度以上を確保できると予想された．

そこで，「シート養生」では材齢 7 日で脱型し，残置したシートによる

水分逸散抑制養生を材齢 84 日まで実施した．また，標準工法である「合

板」は，型枠存置による湿潤養生として材齢 21 日まで脱型を遅らせ，

脱型後に外気に曝される状態とした． 

３．適用実績 

写真－1 に，シート残置による養生状況を示す．材齢 7 日で圧縮強

度が 11.0N/mm2に達したことを確認し，計画どおり脱型した．その結
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図－1 構造物概要  
 

表－1 コンクリートの配合 
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表－2 養生条件 

養生方法 脱型材齢 養生期間※ 測定時材齢 

シート養生 7 日 84 日間 
168 日 

合板 21 日 21 日間 

※型枠存置期間も含み，コンクリート打込みからの日数 

 

 

写真－1 シート養生の状況 
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果，シートはコンクリート表面に残置し，一度も外気に曝される

ことなく長期間の水分逸散抑制養生を実施することができた． 

４．評価試験 

(1)試験概要 

材齢 168 日において，表層品質の評価を行った．シート養生，

合板とも，高さ 2.0m の位置を対象とし，表面吸水速度，透気係

数および表面気泡を計測した．表面吸水速度は SWAT 法，透気係

数は Torrent 法により測定し，表面気泡面積率は透明フィルム(A4

サイズ)に 1mm 以上の表面気泡をトレースした後，画像分析ソフ

トを用いて算出した． 

(2)試験結果 

表面吸水速度の測定結果を図－2 に示す．合板の場合は

0.327ml/m2/s となり，評価ランクは「良」であった．これに対し

て，シート養生を 84 日間実施した場合は 0.199ml/m2/s となり，

評価ランクは「優」であった．シート養生により長期的な水分逸

散抑制養生を行ったことで，型枠存置による標準的な湿潤養生を

行った場合よりも，さらに表層部が緻密になり，表層品質が向上

したと考えられる． 

含水状態が透気係数に及ぼす影響を考慮し，透気係数と電気抵

抗率の関係を図－3 に示す 2)．合板およびシート養生の場合，評

価ランクはともに「一般」の範囲内であったが，合板に比べると

シート養生の場合が比較的「良」に近い値を示しており，長期的

なシート養生の効果により透気係数が低減されたと考えられる．

また，各測定値のばらつきを表す変動係数を算出したところ，合

板の 0.77 に比べて，シート養生は 0.21 と小さくなった．これは，

シートの材質は均一で吸水性が非常に低く，水蒸気遮断性を有す

るためにコンクリート中の水分が逸散しにくいことに起因して

いると推察される．そのため，シート養生の場合は，合板に比べ

て水和反応が部位によらず均等に進み，全体に緻密で品質の高い

表層を形成できたものと考えられる．また，表－3 に示すように合板に比べてシート養生の場合は，表面気泡が 1/3

程度に低減される結果であり，このことも表層品質の向上に寄与していると推察される．なお，表面気泡の低減に

ついては，シートの撥水性やシートの平滑性による気泡の移動しやすさに起因していると考えられるが，今後の検

討課題である． 

５．まとめ 

低発熱系のセメントを使用した壁部材の構築において本工法を適用することにより，シートをコンクリート表面

に残置させることで必要な湿潤養生期間を確保しつつ，所要強度の発現後ただちに脱型をして，施工性や型枠材の

転用効率の向上が得られることを実証した．さらに，脱型後も引き続き，水分逸散抑制養生を長期間行うことで，

型枠存置による標準的な湿潤養生に比べて，均質かつ高い表層品質を得ることができることを確認した． 
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図－2 表面吸水速度の測定結果 

 

 

図－3 透気係数と電気抵抗率の関係 

 

表－3 表面気泡面積率 

検討ケース 表面気泡面積率(％) 

シート養生 0.041 

合板 0.148 
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